
厚生労働科学研究費補助金 (認知症政策研究事業) 

分担研究報告書 

 

技術導入に対する医療従事者と当事者・家族の認識の比較検討 

  

研究分担者 中西 三春 公益財団法人東京都医学総合研究所  

社会健康医学研究センター 心の健康ユニット 主席研究員 

 

     

研究要旨 認知症ケアの技術導入に対する医師、当事者、家族の視点からの

是非を明らかにするために、６か国の国際比較調査を企画検討した。オラン

ダの Leiden University Medical Center の CONT-END 研究と確立した国際共同

研究体制のもと、説明動画および調査票の内容を確定した。説明動画のナレ

ーションと調査票の日本語訳を作成し、逆翻訳のプロセスを通じて、日本語

版を確定した。 

 

 

A．研究目的 
 2019 年６月に発表された「認知症施策推進

大綱」において、「予防法やケアに関する技術・

サービス・機器等の評価指標の確立」がうた

われている。だが認知症の予防、ケア、治療に

関する世界的なエビデンスと推奨事項を示し

た 2017 年の Lancet Commission paper では、技

術の適用をいくつかの分野で推奨しながらも、

技術を認知症の人に対する社会コンタクトの

代替として用いてはならないと警告している。

本研究では医師、当事者、家族のそれぞれの

視点から、認知症ケアの技術導入に対する是

非を明らかにすることを目的とする。 

 

 

B．研究方法 
 日本、オランダ、ドイツ、スイス、イスラエ

ル、米国の６か国による国際共同研究を実施

する。対象は医師、当事者、家族が１か国につ

き各 50名と設定する。 

 調査の企画段階では、調査員の訪問面接に

より、動画資料と質問紙を併用した聞き取り

調査を行うことを想定した。また聞き取り調

査に際しては通訳が同席する計画であった。 

 

（倫理面への配慮） 

調査の企画段階では、当事者、家族を対象

とした調査では、調査員と通訳に加えてボ

ランティアが同席して、必要な配慮を行う

こととしていた。 

 

 

 

C．研究結果 
 新型コロナウイルス感染症の拡大により、

国際プロトコルの変更を余儀なくされた。具

体的には、認知症の人は新型コロナウイルス

による重症化リスクが高いことが分かってお

り、彼らや彼らに日常的に接する家族ならび

に医師への対面を前提とした調査は、感染予

防の観点からは望ましくないと考えられた。 

 医師、当事者、家族の調査票について英語

版の内容を確定し、日本語訳を作成した。日

本語訳を作成した者とは別の、もとの英語版

を知らない者が、日本語訳から英語に翻訳す

る逆翻訳を作成した。逆翻訳された調査票の

意味内容が原版から変わっていないか確認し

て、日本語版の調査票を確定した。 

 また当事者への調査説明に使用する動画の

英語版を確定し、ナレーションの日本語訳を

作成した。日本語訳を作成した者とは別の、

もとの英語版を知らない者が、日本語訳から

英語に翻訳する逆翻訳を作成した。逆翻訳さ

れた動画ナレーションの意味内容が原版から

変わっていないか確認して、日本語版の動画

ナレーションを確定した。 

 

 

D．考察 
 新型コロナウイルスの蔓延状況に鑑み、医

師に対してはウェブ会議を活用した面接調査、

当事者と家族については外来受診時に調査員

がタブレット等を用いて聴取を行う方法を検

討した。しかし国によりこうした技術の適用

可能性には差があり、ひき続き各国の状況に

応じた調査方法を模索する。 



  

E．結論 
 次年度は感染対策を考慮して実施可能な調

査方法を決定し、日本版プロトコルを確定さ

せる。その後、調査対象者のリクルートおよ

び実査に着手する計画である。 
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